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農業経営経済学概論（２００３／１／２８） 

ベトナムの農村と農家経済 

鹿児島大学農学部 生物生産学科 

農業経営経済学講座 

農業市場学研究室 岩元 泉 
 
第１節 発展途上国の経済と農業 
 
第１項 発展途上国(developing countries)とは 
◇発展途上国または開発途上国 とは，①歴史的に形成された国際分業体制において，一次産品の生産及

び輸出国として不利益を被っている，②先進国経済への依存度が高い，③国内で社会経済的低開発状態が

悪化している，（71年ペルーのリマにおけるＧ７７会議での定義）をいう。 
◇発展途上国の中にも石油や輸出農林水産物を持っている資源国，産油国とそれらを持たない非資源国，非

産油国がある。 
◇輸出農林水産物に依存する国では，しばしば外貨を獲得するために輸出品目のモノカルチャー（単一品目

の栽培）が行われたり，資源収奪的採取，伐採，農法が行われ，資源枯渇，環境破壊が行われたりしている。 
◇非資源国においては，外国依存の体質から抜けきれず，自国における食糧生産力を高めて貧困と飢餓から

自力で脱出する力を持ち得ないでいる。 
◇世界銀行の定義によると1995年１人当たりＧＮＰが765㌦以上9385㌦未満を中所得国，765㌦未満を低所得

国と区分している。1997年現在，低所得国は163カ国で，中国，インドなどが含まれ，その人口は32億人に及

ぶ。中所得国は95カ国で約16億人の人口を抱える。 
 
第２項 発展途上国の基本問題 
 
◇工業化・産業化＝経済開発→労働力問題，過剰人口問題 
◇人口問題→食糧問題，医療問題 
◇貧困問題→土地問題，飢餓問題，格差問題，権利問題（経済機会利用能力），女性問題，エイズ問題 
◇環境問題→人口・貧困による環境悪化問題・共同社会問題 
 
第３項 人口爆発と食糧生産 
◇人口について，先進国と発展途上国を比較すると，８５年以後は両地域とも増加率は若干低下している。人

口爆発は収まりつつある。しかし，穀物生産量の増加率を見ると，先進国では８５年以前の22.2%増から８５年

以降の0.72%減少に転じ，発展途上国では3.31%から2.00%に鈍化している。したがって，世界的に見ると

1985年以降１人当たり穀物供給量が減少しつつある。 
◇穀物供給量＝収穫面積×単位面積あたり単収 
◇収穫面積は，先進国において85年以前は－0.18%とほぼ横這いだったが，85年以降は1.41%／年の減少

になっている。発展途上国の収穫面積も増加率は低い。 

図１　世界人口の予測
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◇問題は，単収である。先進国では2.41%から0.69%へと減少し，発展途上国においても3.05%から1.70%と大

幅に増加率が鈍化している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

第２節 ベトナム 
 
第１項 概観 
◇現在の国家体制はベトナム社会主義共和国 
◇ベトナムは長い歴史を持っているが，そのかなりの部分は中国との戦いの歴史であった。１９世紀の末期から

はフランスの植民地となり，１９４５年に独立するが，１９５４年のジュネーブ協定によって南北ベトナムに分かれ，

南ベトナムを支援したアメリカと北ベトナムの間で戦争が起こり，泥沼の戦いが繰り広げられた。1973年国際世

論にも押されて，パリ和平協定が調印され，米軍が撤退した後，1975年北ベトナム軍によってサイゴンが陥落し，

ベトナム戦争は終結した。1976年には南北が統一され，ベトナム社会主義共和国が成立した。 
◇ベトナムの現在の人口は7455万人で５４の民族がおり，そのうちキン族が80%を占めている。 
◇ベトナムの一人あたりＧＮＰは240㌦であり，低所得国に区分される発展途上国である。 
 
第２項 ベトナムの近年の歴史 
 フランス植民地からの独立のあと，アメリカとの戦争（ベトナム戦争）を経て 
 １９７５年（昭和50年）４月３０日サイゴン陥落 

 ７６ 南北統一 
 ７８ カンボジア「侵攻」 
 ７９ 中越戦争 
 ８０～８１年 ロンアン省で「ドイモイ」の実験はじまる。 
 ８６ 第６回党大会 ドイモイ政策の公式採用 
 ８９ カンボジアからの完全撤退 
 ９１（平成３年） 第７回党大会 ドー・ムオイ書記長，ヴォー・ヴァン・キェット首相体制 
 ９３ 新土地法 
 ９４ アメリカ経済封鎖解除 
 ９５ アセアン加盟 
 ９６ 新協同組合法・農協法制定 
 ９７ ９月国会 チャン・ドク・ルオン大統領・ ファン・バン・カイ首相 

第８回党大会 レ・カ・フュー書記長 
００年 クリントン大統領アメリカ大統領として初めてベトナム訪問 
 

 
ベトナムの地理と気候 
 

トナムはインドシナ半島東部，南シナ海に面する南北に細長

かれている。 
北部山岳高原部・紅河デルタ・中央海岸北部・中央海岸南部 
中央高原部・南部北東部・メコンデルタ 

２ ベトナムの地帯区分 
 
第３節 戦争終結後のベトナム経済 
 

階（１９７６－１９８６） 
トナム戦争終結後，南北統一が翌年には達成され，「南」の

社会主義的改造が急激な勢いで行われた。 
北部ベトナムでの集

団か政策の徹底，南部での社会主義体制への移行（旧南ベトナ

ムでの私企業の国営化ないし公私合営化，農業における集団化

の推進） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ベ

い国で，面積は約３３万平方㎞ある。気候は北部，中部，南部で

異なっており，北部では四季がある。南部は雨季（４月末～１１

月）と乾季（１１月～４月）に分かれる熱帯気候である。雨期の終

わりにはしばしば洪水に見舞われる。中部は高温多雨で台風も

多く，気候の厳しいところである。 
 
◇農業地帯区分上は以下の７つの地域に分

 
図

第１項 第１段

◇ベ

◇76年から81年までの第二次五ヶ年計画→
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初級合作社－「生産者が生産手段の所有権を維持したまま，共同生産を行い，労働と生産手段の多寡に応じ

じ

戦争などによって五ヶ年計画は目標を大きく下回った。 
◇79

◇81年からの第三次五ヶ年計画では，企業の自主権の拡大，農業請負制の導入等の改革が導入→しかし，イ

党

革

カ

の

る工業化を同時に進めていく戦略。 

図４ ベトナムの米生産量と純輸出量の推移
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て分配を受ける」 
高級合作社－「生産手段を共有し，労働にのみ応 て分配を受ける」 
◇78年末カンボジアへの軍事介入，79年中越

年には「新経済政策」の試験的導入を開始。 

ンフレを招く。 
 
第２項 第２段階（１９８６－１９９１） 
◇86年第６回党大会「ドイモイ」開始。共産

わって市場経済システムを導入し，経済改

◇88年以降，改革の効果が現れる。89年，

◇90年以降，経済成長が続く。 
 
 
第３項 第３段階（１９９１－現在） 
◇94年米国の禁輸政策解除，米，日，中と

◇95年ＡＳＥＡＮ正式加盟 
◇97年米輸出世界第２位 
 
第４項 ベトナムの経済政策 
◇輸出志向による工業化と，輸入代替によ

◇国営企業改革 
◇産業基盤整備 
◇外国資本導入 
◇金融・銀行改革 
◇所有制度改革 
◇農業改革 
 
 
第４節 ベトナム農業の現状と困難 
 

の一党独裁を堅持した上で，中央指令型計画経済システムに代

を進める政策。 
ンボジアからの撤退，米自給達成。 

関係改善 
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 耕地面積 7,348,400ha(22.2%)  
200ha(29.1%)  

,800ha(43.0%)  

1981年に最初の生産請負制の実験が行われた。86年のドイモイ政策によって市場経済が導入され，食糧の

除かれた。88年「単価請負制」と呼ばれる個人請負制度が導入され，事

上の個人経営が認められるとともに，包括的な食糧戦略が展開された。それは，「生態系の維持と農業拡大

生産，

  林地面積  9,641,

  荒れ地   14,217

 1993年 
 
◇

生産・流通に関する多くの制限が取り

実

の間の相互関係を含めた，食糧生産技術のあらゆる面を考慮したものである」。産業用と食用農作物の

耕種農業と畜産の複合をはかり，農業の多様化を進めるものであった。 
◇その結果，米の生産量が著しく増大した。その要因は，個人経営になったことによる意欲の高まり，近代

種の普及，化学肥料，農薬投入量の増加，灌漑面積の拡大，２・３期作の普及などによるものである。 
 
第２項 圧倒的農業人口 
◇１９９５年都市・農村別人口 総人口7396.24万人 都市1457.54万人(19.7%) 農村5834.23万人(78.9%
 総人口９６年7675万人 
 総人口の８割を占める農村人口 
◇農業世帯 世帯数    9,528,896 
 世帯員               45,949,612 
 １世帯当たり世帯員数        4.8人 
 うち労働者数                2.3人 
 
第３項 零細な土地所有構造 
 
表３ ベトナムの地域別耕地利用状況      （単位：人・㎡） 

 １平方㎞当

たり人口密

度 

人口１人当

たり耕地面

積 

農業労働力

１人当たり耕

地面積 
全土     244       1,408       1,812

 例えば，紅河デルタの農業労働力１人

たり耕地面積は世帯あたりの労働者数

2.3人だとすると，１世帯あたり32．8a
ことになり，零細だといわれる日本の農家

品

) 

当

が

という

戸あたりの耕地面積146．3a(1996年）の４

分の１以下である。 
 
 
 
 
 
 

１

北部ベトナム     212       1,241       1,471

    北部山岳高原部       118       1,315       1,546

    紅河デルタ    04       1,159       1,427   1,1

    188

南部ベトナム   216

  北部・中部海岸地域            1,268       1,437 
           1,570       2,217

    南部・中部海岸地域       161       1,155       1,535

    中央高原地域        52       1,194       1,610  
    南部北東部       371        622       1,184  
    メコンデルタ       393       2,473       2,977

出所：ｸﾞｴﾝ･ｽｱﾝ･ｵｱｲﾝ『概説ベトナム経済』 
原資料：ベトナム政府統計局 
 

。また排

可能面積は69.6万ha(68%)となっている。メコンデルタでは稲作作付面積が303.8万haで，うち灌漑可能面

積が198.2万ha(65%)，排水可能面積170.7万ha(56%)となっている。 
◇一見灌漑排水可能面積が多いようであるが，紅河デルタでは灌漑施設は老朽化が著しく，土壌不良地帯も

多い。またメコンデルタでは，未灌漑地も多い上に，排水不良地帯も多い。両平野以外の土地については，農

業基盤という意味での灌漑排水施設，道路，水路，などの整備は行き届いていない。また多くの農村は生活基

盤である の 備が遅れている。 

第４項 未整備の農業基盤 
◇1994年の紅河デルタの稲作作付面積は102.7万haあり，うち灌漑可能面積は92万ha(90%)であった

水

水道，電気，診療所など
 

整

 

成長率格差（1991-1995） 

第５項 都市と農村の格差問題 
 
表４ 都市と農村の１人当たりＧＤＰ
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        地域 都市 農村 格差  
 全国    8.8      2.7       3.3

2      2.        2.

7         
 中央海岸北部       7. 35      0.       25.0

 中央海岸南部       5. 21      1.        4.3

 中部高原地帯       6.9      3.3       2.1

 南部北東部      11.9      2.6       4.6

 メコンデルタ       7.

差が

6      3.8       2.0

 都市と農村

があるだけで

と農村の

の間での１人当たりＧＤＰ（国内総生産）に格差

はなく，その成長率にも格差がある。つまり都市

広がる傾向が強まっていることを示している。 
北部や南部北東部での格差が大きい。 特に中央海岸

６項 農村内での格差拡大問題 
トナム農村におけ 経済状況 

北部紅河デルタ・ g省ラクダオ村，Hatay省ダンフォン村

南部メコンデルタ ng省ビンフー村，Dongthap省ロンタン

 北部山岳地帯       6. 2 8

 紅河デルタ       5. 2.6     2.2

 
第

ベ る農家

・ Haihun  
・ ・Tiengia 村 

間 １世 帯 当 たり）                  （円 ・％）  
地 域  村  米  米 以 外 合 計  比 率  

 
表 ５  総 農 産 物 販 売 （１年

紅 河 デルタ L a c  D a o  1 , 7 9 8  4 8 , 6 3 0  5 0 , 4 2 8  3 . 6 %  

 D a n  
P h u o n g  

1 1 6  2 9 , 5 7 6  2 9 , 6 9 1  0 . 4 %  

メコンデルタ B i n h  P h u  8 6 , 4 3 4  2 5 , 9 2 2  1 1 2 , 3 5 5

むらの間 の格 差 が見 られ

るが，北 部 と南 部 のむら

 
北 部 （紅 河 デルタ）での

での格 差 が大 きい  7 6 . 9 %  

 L o n g  
T h a n g  

6 5 , 5 5 7  1 9 , 8 0 3  8 5 , 3 5 9  7 6 . 8 %  

  
表 ６ 総 自 家 消 費 評 価 額  

  米  米 以 外 合 計  比 率  

紅 河 デルタ L a c  D a o  1 1 , 7 5 9  7 , 3 0 0  1 9 , 0 6 0  6 1 . 7 %  

 D a n  
P h u o n g  

1 6 , 3 3 9  2 , 3 2 1  1 8 , 6 6 0  8 7 . 6 %  

メコンデルタ B i  P h u  7 , 0 7 8 7 , 5 1  1 4 , 6 0 9  4 8 . 4 %   n h  3
 

 
7 , 9

７ 総 農 家  

  所 得 総 米 か

計  入

紅 河 デルタ L a c  D a o  6 9 , 4 8 8  1 9 . 5 %  1 3 . 3 %  7 2 . 6 %  

 D a n  
P h u o n g  

3 4 . 0 %  0 . 7 %  6 1 . 4 %  4 8 , 3 5 1  

同 じ

 L o n g
T h a n g

7 5 4  6 , 3 7  1 4 , 1 5 1  5 4 . 8 %  

 
北 部 の村 では比 較 的 自

給 部 分 が大 きい。  
 
 

 
表 所 得

らの収

割 合  
米 の販 売

割 合  
現 金 所

得 率  

メコンデルタ B i n h  P h u  1 2 6 , 9 6
4  

7 3 . 7 %  9 2 . 4 %  8 8 . 5 %  

 L o n g  9 9 , 5 1 1  7 3 . 7 %  8 9 . 4 %  8 5 . 8 %  

総 所 得 の傾 向 も

だが，南 部 では米 に

依 存 する割 合 が大 き

い。また，貨 幣 経 済 の

浸 透 も大 きい。   

T h a n g  
 １円 を1 4 0 ドンで評 価 した  
 
◇村の中での格差がある。北部紅河デルタのラクダオ村では100万ドンから200万ドンの階層が最も多く，300

万ドン 得てい ン は300万ドン以上は全くなく，50万ドンから100万ドン

の くな

これに対して南部 ー村では100万 り，

越えている。ロンタ 万ドンから200万ドンの階層に集中しているが，高所

が れる
 
 

以上の所得を るものもいるが，ダ フォン村で

階層が最も多 っている。 
のビンフ

ン村では100

ドン以上の階層に固まってお 400万ドン以上の所得階層も20%を

得階層と低所得階層が広

る傾向が見ら 。 
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 表 ８  年 間 １ 人 当 た り 所 得                ( ％ )  
所 得 階 層   L A D A D N  L O N G  C  O  A N  

P H U O N G  
B I H
P H U  T H A N G  

0 , 0 0 0  1  0  2 1  8  
, 0 0 0 , 0 0 0

2 , 0 0 0 , 0 0 0 - 3 1 9  , 0 0 0 , 0 0 0  1 6  4  2 9  
2 , 0 0 0 , 3 7  2 2  2 6
, 0 0 0 , 0 0

< 4 , 0 0
3 , 0 0 0 , 0 0 0 - 4  4  0  1 5  8  

1 , 0 0 0 , 0 0 0 - 0 0 0   4 6  
5 0 0 , 0 0 0 - 1 0  3 0  5 3  9  1 1  

> 5 0 0 , 0 0 0  1 2  2 1  0  8  
計  1 0 0  1 0 0  1 0 0  1 0 0  

平 均 ( d o n g 表 示 )  , 01 , 3 7 1 7 3 4  8 1 5 , 1 7 0  2 , 8 2 9 , 8 4  1 , 9 7 6 , 2 1 3  
2 5  7 4 5 7  1 8 0  

標 準 偏 9 2 8 6 1差  9 3 4 , 9  4 , 4 3 7  , 7 2 2 , 9 1 7  1 , 4 3 7 , 3 1 6  
係 数  6 8 .  . 7 %  6 0 . 9 %  7 2 . 7 %  

1 0 0 0 d o

の

からゴミが

平 均 ( ド ル 換 算 )  1  2

変 動 2 % 5 9
 注 ： 1 U S D = 1 n g と 評 価 し て 計 算 し た  
 
 
第７項 環境問題 発生 
◇ゴミのでない社会 出る社会へ 

８項 農業技術体系の未成熟 

システムがある。また，Farming Systems Research & Developmentという研

 

５ ベトナムにおける生物資源循環モデル 

 
第

◇ベトナムでは７つの農業生態区分にそって，それぞれの生態系の中で，農民が自立可能で，資源の利用持

続性があり，かつ環境負荷も少ない農法の開発が行われているが，その普及は行き届いていない。ベトナム政

府が力を入れているものにＶＡＣ

究手法に基づく農業システムの開発も行われている。 
 

 
図
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表 ９  副 産 物 利 用 ( 推 定 量 )  

 

目 的  わ ら  もみ殻k ぬか 屎尿 糞 落ち葉や根 

 
 L a c  D a o  

 件  k g  件  k g  件  k g  件  k g  件  k g  件  k g  
家 庭 内 利 用              

堆 肥    9 7  1 7 0    9 8  3 7 8  9 8  3 , 3 9 0  7 3  1 5 2  
飼 料    2  1 0 0  9 8  1 4 4        
燃 料  2 3  1 ， 0 8 5            
被 覆 資 材              
そ の 他            1  6 0  
飼 料 と 焼 却  7 3  1 ， 4 8 0            

 

燃 料 ， 被 覆

資 材 及 び 飼

料  

1 850           

贈 与 ま た は 販 売  2  1 , 0 5 0  1  3 0    2  3 2 5  1  1 , 5 0 0    
B i n h  P h u  

わ ら  もみ殻k ぬか 屎尿 家庭ごみl 落ち葉や根 目 的  
 

件  k g  件  k g  件  k g  件  k g  件  k g  件  k g  
家 庭 内 利 用              

 焼 却  7 0  6 , 7 4 6            
 堆 肥  1 5  5 , 9 5 0        4  2 , 8 8 0    
 飼 料      6 9  3 1 6  2 8   5  7 3 0    
 燃 料    7 9  5 0 0        1 6   
 被 覆 資 材  1 3  7 , 5 5 4            
 そ の 他  1  8 0 0      1       

贈 与 又 は 販 売  1  6 0 0  6  6 , 9 8 1  1 3  2 , 6 6 8        
 
第５節 ベトナムの特殊性 
 
第１項 社会主義国から市場経済国へ 
第２項 南北格差 
第３項 識字率の高さ 
第４項 都市と農村の人口比率 
第５項 緩やかな経済発展 
 
第６節 ベト  
◇農家経済 強化－商 よび の重要性→輸出作物

◇農業の多角化－自給部門の強化，資源 環の重要  
◇循環型農業生産システムの普及－環境 全型農業 推進 
◇農村金融システムの確 中期の低利融  
◇農 組織 －合作社から

◇農業基盤－とくに運送条件の整備・市場経済の基礎条件 
 
参

っと知りたいベトナム』弘文堂 
２．桜井 ハノイの憂  
３．グエン・ アン・オアイン『概説ベトナム経済』有斐閣選書 
４．坪井善明『ヴェトナム 豊か の 波  
５ ・ヴァン・トゥ『 在ベトナム経済』勁 書房

６．皆 『ベトナムの

７．木 トナムの食 い こ  
8. C i and Yagi Hi nori ed am ric r M k r  Ec nomy,

ナム農業の将来

の 品生産農業お 農産加工  
循 性

保 の

立－小規模， 資

業協同組合の再 化 農協へ 

考文献 
１．桜井由躬雄『も

由躬雄『 鬱』めこん

ス

－「 さ」へ 夜明け』岩 新書

．関口末夫・トラン 現 草  
川一夫 こころ』めこん 
村聡『ベ えな 面々』め ん

ho Kenj ro ited: Vietn ese Ag ulture Unde ar et-O iented o  
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200 ltural Publishing Hou o
 
質問 のページ

h lobe .jp/ r

1. Agricu se, Han i. 

などは岩元  
ttp://www5d.big .ne ~iama ock/ 

 
または岩元のアドレスへ 
izumi@bio2.agri.kagoshima-u.ac.jp 

報はいろいろあるが，代表的なもの 

しおたさんのページ 
/~tshiota/indexJ.htm

 
 
ベトナムについての情

 
○

http://village.infoweb.ne.jp  
 
 
○鈴江康二さんのページ 
http://www3.osk.3web.ne.jp/~vietnam/ 

児島大学農業経営経済学研究室のページ 

http://a 0.agri.kagoshima-u.ac.jp/~noukei/

 
 

鹿

gri200  
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